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 成功するために必要な考え方とは？ 
学年主任 堀  紘 

 夏休みが終わりました。この39日間を皆さんはどのように過ごしましたか？勉強、部活動、オープンスクールへの参加、家族の用事

等、きっと忙しい毎日を過ごしていたことと思います。この期間に蓄えた力を、ぜひ今後に控えている定期テストにしっかりと発揮し

て、学校祭に繋げていきましょう！ 

 いよいよ学校祭準備も本格化してきました。学年としては、総合の発表、応援、衣装、パネルの4つの部門でそれぞれが最高のものを

作り上げること、また、生徒会や各委員会・係会で行う縦割り活動の充実により、縦糸・横糸を重ね合わせ、森田中最後の学校祭を大成

功に導いていきましょう！この学年の底力に期待します。 

 さて、この夏休みに先生はある印象的な言葉に出会いました。今の皆さんにも大切な言葉だと思うので紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 確かに･･･という内容ですね。今の自分はどちらですか？勉強、スポーツ、仕事など何にでもあてはまりそうなことですよね。

今後、学校祭に向けて、受験に向けて、様々な試練があると思います。そんなときにどのようなマインドでその試練に向き合っ

ていくかで今後の人生は変わるのかもしれません。人間は、辛いことから目を背けたくなるものです。それを否定するつもりは

ありません。ただ、辛いことを乗り越えてこそ見える景色があると先生は思っています。「成功する人」のマインドを参考にし

てみてはいかがでしょうか？ 

【指導部より】  学校祭期間中の注意事項 

○学校祭期間（８／２７～９／１９）は、原則体操服での登下校とする。着替えを持参すること。 

着替えは体操服、部活動で着用しているTシャツ、華美でなく運動にふさわしいTシャツのいずれかとする。 

○凍らせた補充用ペットボトル(スポーツ飲料等)を持ってくる等、熱中症対策を認める。 

ペットボトルで水分をとる場合はドリンクホルダーを使用する。 

○衣替え移行期間（９／２２～１０／９） 

１０／１５（２学期始業式）から完全実施とする。 

成功する人 失敗する人  

常に明確な目標をもつ。 目標が漠然としている。 １ 

今ここに１００％全力投球ができる。 やるべき事をどんどん先に引き延ばす。 ２ 

時間を有効に活用することができる。 時間を主体的に創らず、他人任せ。 ３ 

４ できる方法を考える。 できない理由が先に出る。 

【９月の主な予定】 

 ９月２日（火）３日（水）定期テスト   10日（水）地区駅伝      12日（金）文化祭（弁当）                   

19日（金）体育祭（弁当）      20日（土）22日（月）体育祭予備日（弁当） 

25日（木）激励会   26日（金）～新人戦 

【１０月の主な予定】 

6日(月)7日(火)確認テスト【学力診断Tプレ】    9日(木)１学期終業式     10日(金)～14日(火)秋季休業 

15日(水)２学期始業式、４５分授業    ２６日(日)資源回収 



  「見ました」チェックと保護者のメッセージはこちらまで。  

   HP上の入力フォームにお願いします。 QRコード ⇒ 

     

    [HPﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ：Takekurabe2025] 

  ９月の行事予定は 

  HPに掲載してあります。 

  ご参照ください！ 

 8月25日（月）、森田中3年生の4人が「森田さくら児童クラブ」へ出向き、小学生との交流会に参加してきました。

小学生と中学生が、日頃学んでいることを発表し合い、学びの多い時間となりました。中学生は、総合的な学習での

学びについて、タブレットを用いて小学生に分かりやすく伝えました。小学生も真剣に話に耳を傾けてくれ、大変有意

義な時間になりました。中村くん、齋藤くん、田中さん、冨山さん、準備からいろいろありがとう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 また、園長先生や児童クラブの担当者の方からたくさんお褒めの言葉をいただきましたので、一部を紹介します。 

『今日はお忙しい中、時間を作っていただきありがとうございました。中学生の素晴らしい学びの発表を子どもたち

と聞くことができて、とても貴重な時間を過ごすことができました。今回の交流を通して、私自身も森田中学校で

行っているWell-beingを同じ森田地区の児童クラブの子どもたちとも共有して、日頃から「幸せ」を育める場所にし

ていきたいと思えました。』  

 改めて、地域との交流の素晴らしさを感じた瞬間でした！ 

森田さくら児童クラブの子どもたちと交流しました！ 

【保護者からの返信（抜粋）】 

〇今回の学年だよりを読んで、先日の修学旅行では、大変なご苦労があったのだと知ることができました。改めて無事帰宅で

きたこと、先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。子供もよほど楽しかったのか、また東京行きたいと何度も口にしていま

した。貴重な体験をありがとうございました。 

〇修学旅行大変お世話になりありがとうございました。先生方のサポートのおかげで、生徒たちもとても有意義な時間を過ご

せたようでよかったです。お忙しい中、たくさんの写真をブログにアップしていただいたこと、子どもたちの様子を知るとこ

ができ保護者としてはとてもありがたかったです。 貴重な体験をありがとうございました。 

〇堀先生の言葉は、大人でも子供でも関係なく、大事にしたいことですね 。 

〇小学生時代の連音はコロナ禍で開催がなかったので、今回中学生で初めての舞台に緊張していたようでしたが、練習の成果

を発揮できたようで本人も喜んでいました。親としても嬉しく思います。先生方もいつもサポートしていただきありがとうご

ざいます。 

〇時代が違えど、歌声が持つ力は変わらないのだと感じました。大きなステージの上でみんなで歌うというのはなかなかない

と思います。きっと素敵な思い出になって心に残り続けると思います。３年生のみなさん、お疲れ様でした。  

〇連音の学びのところで、生徒さんたちの感想から状況が想像でき、感動しました。 


